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研究成果の概要（和文）：本研究は、三陸沿岸地域におけるSNSに投稿されたデータを分析し、観光地や旅行者
の特性を把握するとともに、これまで発見されなかった潜在的な観光スポットの発見を行なった。まず、アンケ
ート調査によりSNSデータを旅行者や観光地の特性把握に用いることの妥当性を確認した。次に、チェックイン
データと写真データの分布の違い、SNS写真投稿者の国籍と季節ごとの写真数の分布を調査した。その結果、例
えば、三陸沿岸地域は秋に米国人による写真の存在が多いなどのことがわかった。今後は、本研究成果をベース
に、旅行者の嗜好、公共交通機関の時刻表データと組み合わせ、旅行者特性に適合した旅行プラン作成システム
の開発を行なう。

研究成果の概要（英文）：In this study, we analyzed SNS data in the Sanriku area to grasp the 
characteristics of tourist spots and travelers. And we could know the characteristics of tourism 
destinations and discovered new tourism spots. At first, by questionnaire survey, we confirmed the 
validity of using SNS data for grasping characteristics of tourism destinations and travelers. Next,
 we found the difference between the distribution of check-in data and that of photograph data, 
which depended on photographer's nationality, profile and season taken photos. For example, in the 
Sanriku area, it was found that there were many photographs by Americans in fall. In the future, 
based on the research results, we will develop a travel plan creation system considering traveler's 
preferences and timetable data of public transportation.

研究分野：情報システム
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１．研究開始当初の背景 
東日本大震災により大きな津波被害を受

けた三陸沿岸地域においては、インフラ設備

は進みつつあるが、人口減少に歯止めがかか

らず、以前よりも活気のある「復興」の状態

になるには多くの課題がある。その中で、観

光については、道路や港湾などの交通手段の

整備や，災害遺産などの観光資源の保存も進

んだため、外部からの旅行者による消費行動

による経済効果が期待できる。しかし、地域

の観光資源に対する情報発信はまだ不十分

であり、ターゲットとなる旅行者を絞り込ん

だ観光情報の提供が必要である。 

 
２．研究の目的 
本研究の最終目的は、東日本大震災の被災

地の復興を加速することにある。その一歩と

して、観光の視点からは厳しい状況におかれ

た東北地方、特に三陸沿岸地域への観光旅行

者増加のための施策づくりに貢献すること

を当面の目的としている。その中で、観光資

源の特性と旅行者の特性を抽出し、それらを

適合させた観光推薦方法を明らかにしよう

とするものである。 

 
３．研究の方法 
 本研究は以下の３ステップで実施した。 

(1) 三陸沿岸地域の観光特性の明確化（ステ

ップ１：平成 27 年度） 

被災地域となった三陸沿岸地域にある観

光資源を文献、Web サイトにより調査・分類

した。従来の観光資源の分類に対し、被災地

跡、飲食店、産直なども含めた。また、SNS

（Social Network Service）で見られる新し

い観光スポットも発見する。 

(2) 三陸沿岸地域の旅行者特性の明確化（ス

テップ２：平成 28 年度） 

旅行者情報の取得手段としては、まず SNS

のユーザ登録時におけるプロフィールの取

得がある。スマートフォンのチェックイン機

能や位置情報付写真撮影機能を利用し、その

データの位置情報（観光スポット）と組み合

わせたデータを収集し、地図に表示する。こ

れを分析することにより、性別、年代、外国

人の国籍、季節によって旅行者の訪問先分布

が異なることも把握することができた。 

(3)観光特性と旅行者特性の適合性評価（ス

テップ３：平成 29 年度） 

(1),(2)で明らかにした三陸沿岸地域の観

光地特性と旅行者特性を用い、旅行者と適合

性の高い観光地を結びつける観光推薦シス

テムを提案する。 

 
４．研究成果 

(1) SNS 利用方法の調査  

本研究は、SNS データを用いて観光地の特

性、旅行者の特性を把握するため、まず、利

用可能な SNS の比較を行なった。その結果を

表１に示す。表 1より世界のユーザ数として

最大は Facebook、第 2 位は WeChat、第 3 位

は Instagram である。一方、SNS を用いたデ

ータの自動収集・分析を行なうシステムを開

発する場合、利用可能性のある SNS の比較を

表 2 に 示 す 。 Weibo 、 WeChat は API

（Application Interface）が公開されてい

ないため、システム開発への利用は難しいが、

それ以外の SNS （ Twitter 、 Facebook 、

Instagram、 Line、Flicker）は，自動で位

置情報やユーザの特性を抽出できる可能性

はある。 

表 1 主な SNS の比較 

 

 

表 2 主な SNS のデータ収集・分析可能性 
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(2) SNS におけるチェックインデータと写真

データの違い 

我々は、先行研究において、友人同士で旅

行先情報をチェックインすることで共有する

スマートフォンアプリ「CheekiTrip」を開発

した。このシステムは Facebook などの SNS サ

ービスと連携しているため、チェックインの

位置情報だけでなくユーザのプロフィール情

報も取得することができる。本研究では，

Flickr に旅行者が投稿した写真データと、

CheekiTripで収集したチェックインデータを

利用し、Google Maps JavaScript API v3 を

利用してヒートマップを作成した。また、作

成したヒートマップから地域における旅行者

分布特性を比較した。 

図 1 は、開発したシステムを用いて作成し

た岩手県における写真データ（2004 年 6月～

2015 年 5 月；4,509 件）とチェックインデー

タ（2014 年 4月～2014 年 5月；3,809 件）の

分布図である。写真データは沿岸から内陸に

かけて幅広く散らばっているのに対し、チェ

ックインデータは盛岡市に集中していること

がわかった。この結果、観光地を有するスポ

ットでは写真データが多く、商業・ビジネス

圏ではチェックインデータが多く存在するこ

とがわかった。したがって、以下の分析では

主に写真データを用いることとした。 

 

図 1 写真(左)とチェックイン(右)の分布図 

(3) SNS データを用いた三陸沿岸地域の観光

地特性  

本研究では、Flicker、Twitter を対象とし、

手動でデータの収集・分析を行なった。図 2

は Flickr の写真データを収集・分析する方

法を示す。まず、データ収集を対象とするエ

リアを決める。次に、そのエリアに含まれる

すべてのFlickerデータ（写真）を収集する。

その写真から撮影場所，撮影時期や撮影者の

プロフィールを知ることができ、Google Map 

API を使って地図上に表示することができる。 

 

図 2 Flickr データの収集・分析方法 

 

一例として、図 3に岩手県を訪問したアメ

リカ人が撮影した写真を季節別に分類した

例を示す。この図から、岩手県を訪問する 

アメリカ人は、春・夏・秋は県南と沿岸を訪

問するが、冬は県南の一部を訪問するだけで

沿岸は訪問しないことがわかる。 

 

図 3 季節による訪問先分布例（アメリカ人） 



(4) Twitter データの利用可能性 

次に SNS の中でも利用者数の多い Twitter

からデータ収集・分析可能性について検討を

行なった。Twitter からデータを収集する場

合、市町村名を用いる必要がある。三陸沿岸

地域は多数の市町村を含むためエリアを絞

り込むことが困難である。そのため、試行的

に盛岡市を対象にデータを収集した。 

図 4に盛岡市における写真付き Twitter 数

の月別変化を調査した結果を示す。Twitter

データ数は極めて多いため、図では 2016 年

の毎月 14～27 日における写真付きデータだ

けを収集し、その内容を人、建物、風景、食

べ物、その他のジャンル別にしてグラフ化し

た。この図から、春は風景に関するもの、秋

は建物、食べ物に関する投稿が多いことが確

認できた。 

 
図 4 盛岡市における写真付き Twitter 数の

月別変化 

 

(5) SNS の利用者特性 

これまで収集した SNS データと旅行スポッ

トに対する意識は一致しているかどうか、そ

の妥当性を検証するために、大学生・教員と

岩手県内企業の社員に対し、2015 年 10 月 7

日〜2015 年 11 月 30日に SNSの利用に関する

アンケート調査を行なった（回答数 224 人、

女性：68 人、男性：156 人）。この結果、写

真とチェックインの SNS データと、旅行中に

SNS を使う意識調査の結果がほぼ一致したた

め、旅行者の傾向分析に SNS データを用いる

妥当性を確認することができた。 

 

(6) 旅行プラン推薦システムの提案 

本研究成果に基づき、図 5 に示す旅行プラ

ン推薦システムを提案する。本研究成果は、

SNS からのデータ収集・分析モジュールに含

まれる。次のステップでは、データの自動収

集・分析モジュールを開発し、自動的に観光

地 DB にデータが蓄積できるようにする。さら

に、利用者の嗜好を分析するモジュール、観

光地の位置情報を抽出するモジュール、公共

交通機関を利用して旅行する人のために、交

通機関の時刻表 DB と組み合わせた時空間処

理を行なう機能、旅行プランを定時するモジ

ュールを開発する。 

 

 

図 5 旅行プラン提案システム 

 

(7) まとめ 

 本研究では、SNS データを収集・分析する

ことにより、三陸沿岸地域の観光地特性、旅

行者の特性を把握可能であることを明らか

にした。観光地特性と旅行者特性のマッチン

グについては、この地域の交通手段、各観光

スポットの滞在時間の情報を含めて検討す

る必要がある。滞在時間については、各観光

地の中にあるリソースの種類に大きく依存

する。今後は、旅行者の嗜好、旅行スケジュ

ール、旅行費用を考慮した観光ルート推薦シ

ステムの構築を行なってゆく。 
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